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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，ある用語の解説記事をウェブ上の情報から自動生成することであ
り，二種類の対照的なモデルを探求する．体系的解説モデルは，動物や病気といった用語のカテゴリに応じて解
説する観点を切り替えて記事を生成する．連想的解説モデルは，既存語との共通点や相違点に基づいて直感に訴
える解説を生成する．両モデルを使い分ける方略の仕組みを通して，自然言語理解の本質に迫ることを目指す．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is intended to automatically generate 
expository text for an input term, for which two types of contrastive models are explored. First, 
because the viewpoints used for explanation can be determined depending on the type of the term in 
question. Second, the target term is compared with existing terms to generate intuitively 
understandable explanation. The nature of natural language understanding is explored through the 
strategic use of these models.

研究分野：自然言語処理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 科学技術や文化の発展によって新しい用
語が次々と生み出され，検索の重要性が増し
ている．検索エンジンと事典は，それぞれ情
報の量と質に優れており，私的な調べ物から
公的機関による調査活動に至るまで幅広い
領域で必需品となっている． 
 研究代表者は，検索エンジンと事典の長所
を統合するために，ウェブ情報や特許情報か
ら事典情報を自動構築するための研究開発
に二十年近く取り組んできた． 
 折しもウィキペディアが登場し，情報の量
と質を備えたツールとして期待された．しか
し，人類の歴史が続く限り，用語の誕生や用
法の変化を止めることはおよそ不可能であ
る．森羅万象を網羅することは困難である． 
 我々は，ウィキペディアを計算機上でモデ
ル化し，当モデルに基づいて新語の解説記事
を自動生成することが根本的な解決に近い
のではないか？ という発想に至り，科研費
基盤 B（H22～H24）で基盤技術を確立した． 
 具体的には，用語の種類に応じて必要な観
点を自動的に選択して「体系的な解説」を指
向した．例えば，「デング熱」は病名なので，
症状，予防，治療等の観点から解説するのに
対して，映画のタイトルであれば，監督，出
演者，あらすじ等が観点となる．「ハブ」の
ように複数の意味で使われる用語は各々の
意味に対応した観点に基づいて解説する． 
 他方において，用語の解説とはただ単に正
確に解説すれば十分という訳ではない．聞き
手の事前知識を確認し，相手が理解できる語
句や専門知識の水準を把握する必要がある．
また，始めのうちは末節を切り捨てることで
相手の直感に訴えて大筋を把握させて，その
後に体系的な解説によって不備を正すよう
な方略もある． 
 直感に訴える一つの例として，解説対象の
用語を他の用語と対比させて直感的な理解
を支援する「連想的」な解説がある．「ハク
ビシンは，ネコのような体型」，「iPS 細胞は
生命のタイムマシン」，「選択ソートはバブル
ソートよりも値の交換回数が少ないので高
速」のように下線付きの用語を「基準語」と
して，それらとの共通点や相違点に基づいて
対象語を解説する．また，基準語の解説を引
用することで，複数の解説記事で繰り返され
る記述の量が体系的な解説よりも少ない．両
モデルの得失を以下にまとめる． 
 
【体系的解説】 
利点：各語について深く正確に解説できる． 
欠点：用語間で解説の内容に重複がある． 
   細部に固執すると本質を見失う． 
 
【連想的解説】 
利点：複数の用語を広く浅く概観できる． 
欠点：良い基準語の存在に強く依存する． 
   正確性に欠ける． 

２．研究の目的 
 
 ウィキペディアのように人手で統制され
た事典情報が大規模化した一方で，それを凌
駕する大量の「統制されていない情報」が
ウェブには存在する．本研究の目的は，ウィ
キペディアをモデル化して未統制のテキス
ト群を統制し，解説記事を自動生成する点に
ある．ウィキペディアの記事集合から「人間
が用語を解説する仕組み」のモデルを作って
テキスト群の自動編集に応用する． 
 様々な観点から系統立てて詳説する「体系
的解説」と既知語との関連付けや対比によっ
て直感的に概説する「連想的解説」のモデル
を構築して使い分けを可能にする．その結果，
「自分自身が物事の本質を体系的に捉えて
から，それを噛み砕いて直感的に説明する」
あるいは反対に「まず直感的に概説して理解
の素地を作ってから，体系的に詳説する」と
いった解説モデルの探求を通して自然言語
理解の本質に迫る． 
 ウィキペディアから有用な言語資源を自
動構築する研究活動は国内外に数多く存在
する．対して本研究の特色は，「ウィキペディ
ア記事が如何にして編集されたのか」という
原理をモデル化し，新たな言語資源を生成す
るための触媒として利用する点にある． 
 その触媒によって異種のテキスト群に化
学反応を起こし，解説記事としての生命を吹
き込む，いわば，個別の情報にはない新たな
価値を創造するための取り組みである． 
 現時点において，本研究の手法が上手く機
能するのは，病気，人物，映画のように解説
するときに押さえるべき要点（観点）が固定
化されている用語であり，これらのカテゴリ
に関する大量の用語に対する解説文書から
当該カテゴリに関する標準的な観点の集合
や階層関係を機械学習できる場合である． 
 中長期的には，本研究の成果をウィキペ
ディアのコミュニティーに還元して，ウィキ
ペディアの品質が向上することに伴って本
研究のモデルがより一段と改善される好循
環が実現するかもしれない． 
 
３．研究の方法 
 
 １．および２．で説明した体系的解説と連
想的解説のうち，前者は過去の科研費で確立
した基盤技術の拡張に焦点を当てた．対して，
後者の連想的解説は，複数の異なるモデルの
構築や実装の手段について試行錯誤した． 
 
４．研究成果 
 
(1)体系的解説モデルの概要 
 体系的解説モデルの構築では，まず，ウィ
キペディアから用語カテゴリごとに記事集
合を集めて分類器を機械学習する．さらに各
カテゴリに頻出するセクション名を観点と
して観点ごとの記述から分類器を機械学習



する．「キーウィ」に関するテキスト群を与
えると，それらを「動物」や「植物」の用語
カテゴリに分類して対応する観点のいずれ
かに細分類する．最後に，各観点から代表性
が高いテキストを選択して，それらを連結す
ることで解説記事とする． 
 
(2)非自然言語に基づく解説への対処 
 ウィキペディアは，専門用語に関する記事
の件数および内容の密度において依然とし
て不足がある．具体的には，解説記事のセク
ション構造が単調で解説の観点が不明確に
なりやすい．特に数式のような非自然言語テ
キストによる簡素な解説になりやすい傾向
にある．その結果，本研究で提案した体系的
解説のモデル構築において，用語カテゴリと
観点の対をテキスト情報に高精度で対応付
けることが困難であった． 
 数式の構造解析に基づく文書分類に関す
る基礎研究を進展させたことによって，上述
のような状況においても数式情報を手掛か
りとして，用語カテゴリや観点の分類精度を
向上させることや，当該数式に関連する自然
言語テキストをウェブから検索することで
情報の不足を補うための新たな切り口を得
ることができた． 
 
(3)手順に関する解説モデル 
 ある目的を達成するための手段をいくつ
かの単純な動作のまとまりとして認識する
ことがある．道案内をするときには，広域地
図で大雑把に説明して，相手に土地勘がない
場所について詳細地図で説明する方が全て
を克明に説明するよりも効率的である．コン
ピュータのプログラムは頻繁に使用する典
型的な一連の操作系列をモジュールとして
独立させ，さらに目的や機能を表す名前を付
けることで，プログラムの可読性や生産性を
向上させることに成功している． 
 手順の解説を指向して，料理レシピの構造
解析に関する基礎研究を行った．調理手順を
まとまりのある構成要素に分割して，中心的
な動作を簡潔に表す見出しを生成すること
によって，手順の骨格であるアウトラインを
抽出する手法を提案した． 
 ただし，「切る」と「煮る」という二つの
動作が継続性において異なることを認識で
きないと，依然として継続しているにもかか
わらず，「煮る」を含んだ見出しの候補が削
除されてしまう．そこで，レシピテキストに
対する動作の継続性解析を提案することで
同問題を解決した． 
 
(4)連想的解説モデルに関する基礎研究 
 同種の対象を複数並べて，他との比較に
よって得失について解説する手法の実現を
試みた．解説の対象は種々の観点から数値的
に評価されており，自然言語テキストによる
レビューが利用可能であることを前提とす
る．数値とテキストによる評価をそれぞれ

「体系的解説」および「連想的解説」と見な
して，一方から他方への変換について探求し
た．一つの対象を種々の観点で評価する場合
は，特に優れた観点と特に劣った観点に関す
るレビューは注目に値する．しかし，ある観
点について賞賛もしくは批判する記述が
あったときに，「ある対象が持つ特徴の中で
最も優れている（もしくは最も劣っている）
から」なのか「他の対象と比べて優れている
（もしくは劣っている）から」なのかを特定
して書き手の意図を明確にすることが好ま
しい．特に，レビューの総合点として最低点
が付けられている場合は，非常に不愉快な思
いをしたために，その事故が起因する項目に
最低点を付けて，さらにその最低点を強調す
るために，他の項目は一律に高い点数を付け
る事例が複数存在した．こうした記述は，レ
ビュー（評価）というよりも「ネガティブ投
票」と呼ぶべきであり，通常のレビューとは
区別する方が合理的である．本研究は，映画
や宿泊施設に対するレビュー集合の分析を
通して，上述した種々の違いを識別するため
の素性を提案した． 
 
(5)実体験の解説としての評判分析 
 評判情報の分析に関する既存の研究は，レ
ビュー等の意見性を有するテキスト情報か
ら，意見の最小単位として，「評価の対象(T)，
評価の属性(A)，評価の極性(E)」という三つ
組を抽出する．例えば，宿泊施設の利用客に
よるレビューからは，「○×ホテル(T)の立地
(A)はとても便利だった(E)」のような意見が
抽出される．しかし，こうした評価は往々に
して種々の前提条件に依存する． 
 先ほどの例では「小さい子供連れにとって
は」という条件が付いており，それゆえ出張
目的の利用客には当てはまらない可能性が
ある．こうした差異の抽出に取り組んだ研究
は国内外に存在しない．すなわち，既存の評
判分析手法によって得られる「○×ホテル」
に関する総合評価には一定の割合で誤りが
含まれることになる． 
 実データに基づく我々の調査では，この誤
差は最大 30%であり決して無視できる数値で
はない．本研究は，単語，構文，意味に基づ
く自然言語解析結果と教師あり機械学習手
法を併用して，実用的な精度で評価に関する
条件の抽出に成功している．なお，当該成果
は著名な国際会議に採択されるとともに，筆
頭著者が情報処理学会の山下記念研究賞を
受賞した． 
 
(6)視線追跡に基づく可視化手法の評価手法 
 生成された解説テキストやそこから抽出
された語句に基づいて構成されたキーワー
ドマップの品質をユーザの閲覧行動に基づ
いて評価することを目的として，視線追跡の
機能を持つディスプレイを用いた基礎研究
を行い，研究の継続に値する有望な評価手法
を特定した． 
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